
データ利活用基盤サービス(FIWARE)

地域課題に応じた新たなサービスの構築が可能

IoTプラットフォーム「FIWARE」を活用

し、様々な分野を横断してデータ利活用

することができます。

データ利活用基盤サービス（FIWARE） の導入効果

→
お客さまにわかりやすい一般用語で表記

可

特許出願済み、または特許登録済みの技術を
いる場合は、メインタイトル付近に

事項欄に
特許技術の利用について追記する

防災・観光・防犯など
様々な分野毎に蓄積した
データでも分野を横断し
て相互に活用できます。

様々な分野で蓄積した
データを総合的に活用し
て地域課題に応じた新た
なサービスの構築が可能
になります。

データ利活用基盤サービス（FIWARE）の概要

アプリ化 データ取得

導入事例

欧州で実績のあるIoTプラットフォーム「FIWARE」を活用し、様々な分野を横断してデータ利活
用することができます

効率化 コスト削減

標準データモデルを活用
して、都市間でのソ
リューション再利用が可
能になります。

基盤の確立

AEDの設置
個所を
チェック

分野を横断した

データの蓄積

地域課題に応じた

サービスの構築

プラットフォームに蓄積
されたデータを利活用し、
地域課題に応じた新たな

サービスの構築

様々な分野（防災・観
光・防犯・etc...）の

データ相互運用性を考慮
したデータモデル

医療廃棄物の収集
防災データ
観光データ
河川の水位データ

FIWARE
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要な手続きをお取りください。ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。●本紙に掲載された製品
の色は、印刷の都合上、実際のものと多少異なることがあります。また、改良のため予告なく形状、仕様を変更することがあります。●この文書の一部または全部を無断で使用、または複製することはで
きません。●この印刷物の内容は2020年6月現在のものです。内容は予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。

TEL:044-435-5646

従来型 データ横断型サービス

ソリューション詳細

EUが開発・実装し、欧州で実績あるIoTプラットフォーム「FIWARE」を活用した、産学官の多
様な主体がデータ利活用することができるプラットフォームです。

様々な分野で蓄積したデータを総合的に活用して地域課題に応じた新たなサービスの構築が可能にな
ります。

プロトコル
変換アダプタ

外部
サービスバス

個別SI対応


